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ところで私たちが、他人の心を確実には知りえないながらも、相手を人間としてみな
せる機会を有しているということを描写している。二つ目は「私の他者の概念への曝
され」という概念であり、これは他人に対してふるまう際に、私が適切にふるまうべ
き指標を何物も呈してくれないということを表現している。この二つの概念は、私た
ちが他人の心を、あるいは人間としての他者を承認する営みには終わりがないという
ことを示す。しかしながら一方で、この問題は確実性という概念によって解決される
ことはない。すなわち、他人を人間とみなすということにおいて究極的な根拠はない
のである。カヴェルがこの根拠の不在に関して指摘しているのは、懐疑を前にして承
認という営みを止めるということが、私が人間であるということをあきらめるという
ことを意味するということである。それゆえカヴェルは他人を、あるいは自分を人間
としてみなすための根拠として一つの飛躍を提示している。それはこの懐疑のもとで
人間を人間としてみなし続ける、すなわち他人の心についての懐疑論それ自体を生き
るということである。この決断は、私が人間として生きるということであり、人間と
して生まれたということを受け入れるということである。この決断にはなんら論理的
な妥当性はなく、それゆえこれは各人間がおのれ自身においてのみ見いだせるような
可能性である。しかしながらこれは他方である整合性を持っている。それは私がこの
ようにして人間として生まれ落ちたことを無視しないということである。カヴェルが
見出したこのような生き方は、逃げることなく、悲劇を生きる人間の姿である。 
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